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▶災害時支援協定調印式であいさ
つする髙橋町長（３月 29日）

◎
夜
間
診
療
所　
夜
間
、
体
調
が
悪
く
な
っ
た
時
に
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
場
所　
奥
州
医
師
会
館
内
（
奥
州
市
水
沢
多
賀
21-

１
）　  

■
診
療
時
間　
毎
日
午
後
６
時
30
分
〜
９
時　
問　
☎
25-

３
９
３
５

バイバイ‼
  むし歯菌

むし歯のない３歳児
3 月 12日健診分①　※ 5月号に
も同日健診分②を掲載します。

菅
すが
谷
や
 帆
ほの
花
か

ちゃん
( 下百岡 )

菊
きく
地
ち
 花
はな

ちゃん
( 横道上 )

髙
たか
橋
はし
 春
はる

くん
( 細野 )

千
ち
葉
ば
 琉
る
一
い
史
し

くん
( 谷地上 )

佐
さ
藤
とう
 堅
けん
心
しん

くん
( 下百岡 )

上手に歯みがきできました！
これからも頑張ろうね！

令和の年に生涯教育40周年
　皆さまこんにちは。歴史的な話題となった新元
号も「令和」と決まりました。468 番目の新元
号についての全国世論調査では、73％が「好感
が持てる」との報道。そして、出典は万葉集の
梅花の歌の序文からで、天平 2年（西暦 730 年）
の春先、宴会で詠まれたものとのことです。梅と
言えば、前九年合戦で康平 5年（西暦 1062 年）
源頼義に敗れた安倍宗任が、都で貴族から「梅の
花」を折って花の名を聞かれ、「我が国の梅の花
とは見たれども　大宮人は如何言ふらん」と詠み、
貴族を驚かせ東北地方の文化の高さを示したと言
われています。本町は「人間らしい生活のあり方」
を文化ととらえ、生涯教育の町宣言をして 40周
年となります。町民憲章にある「先人努力の後を
引き継ぐ私たちは・・・」の精神と行動力をもっ
て、「まちづくりは人づくり」の道を踏み外すこ
となく、今日まで進んでまいりました。
　また、国は教育基本法改正（平成 18年）を行
い、義務教育においても学校で目指すべきものと
して「生涯学習社会を担う児童生徒の育成」を明
らかにしました。また、条文で家庭教育や学校・
家庭および地域住民等の相互の連携協力を求めた
事で、本町ではその趣旨のもとに家庭教育宣言と
地域子育て宣言を行い、コミュニティースクール
（家庭・学校・地域が一体となって子どもを育てる）
制度も導入したところです。文教施設やインフラ
整備、保健、福祉計画等町政全般にわたり、生涯
教育と関わりをもちながら人づくり・まちづくり
の事業が展開されてきました。そして、平成から
令和に変わる年に、40 周年記念事業ができる幸
せを町民の皆さまとともに慶び合いながら、令和
元年にふさわしい 1年を目指します。

松
まつ
本
もと
 惺
せい
梛
な

ちゃん
( 谷地下 )

渡
わた
部
なべ
 愛
あい
菜
な

ちゃん
( 田園パーク )
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交
番
だ
よ
り

問 

金
ケ
崎
交
番

（
☎
44-

５
２
２
７
）

　

 

永
岡
駐
在
所

（
☎
44-

３
３
１
０
）

■
運
動
期
間

　
５
月
11
日
㈯
〜
20
日
㈪
ま
で

（
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す

日　
５
月
20
日
）

■
運
動
重
点　

▼
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な

通
行
の
確
保
と
高
齢
運
転
者
の

交
通
事
故
防
止

⑴
子
ど
も
は
興
味
が
あ
る
も
の

を
見
つ
け
る
と
周
囲
を
見
ず
に

飛
び
出
す
な
ど
、
思
い
も
よ
ら

な
い
行
動
を
と
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
運
転
中
に
子
ど
も
を
見

か
け
た
ら
、
飛
び
出
し
な
ど
の

危
険
を
予
測
し
、
速
度
を
落
と

し
て
安
全
な
間
隔
を
保
っ
て
運

転
し
ま
し
ょ
う
。

⑵
高
齢
者
は
、
加
齢
に
伴
い
身

体
機
能
が
変
化
し
て
い
ま
す
。

自
身
の
身
体
機
能
の
変
化
を
正

し
く
認
識
し
、
状
態
に
応
じ
た

安
全
対
策
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

▼
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

⑴
自
転
車
が
歩
道
を
通
行
で
き

る
場
合
で
も
、
歩
行
者
優
先
が

基
本
で
す
。
歩
行
者
の
通
行
を

妨
げ
る
と
き
は
、
必
ず
一
時
停

止
し
ま
し
ょ
う
。

⑵
自
転
車
は
被
害
者
だ
け
で
な

く
加
害
者
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
損
害
賠
償
保
険
に
加
入

し
、
万
が
一
の
事
故
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

▼
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

⑴
車
の
運
転
手
の
皆
さ
ん
は
、

車
に
乗
っ
た
す
べ
て
の
人
に

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
さ
せ
、

交
通
事
故
か
ら
大
切
な
命
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

▼
飲
酒
運
転
の
根
絶

⑴
飲
酒
運
転
は
犯
罪
行
為
で

す
。少
量
の
ア
ル
コ
ー
ル
で
も
、

脳
の
機
能
が
麻
痺
し
、
運
転
に

必
要
な
注
意
力
や
判
断
力
が
低

下
す
る
な
ど
、
大
き
な
事
故
を

起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。

⑵
「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
・
さ

せ
な
い
」
を
合
言
葉
に
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

周
囲
の
人
た
ち
も
協
力
し
て
飲

酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

春の全国交通安全運動
～とび出さない  いったんとまって  みぎひだり～

芸
術
文
化
活
動
補
助
金
を

ご
活
用
く
だ
さ
い　

　
町
は
、
町
内
で
芸
術
文
化
活
動
に
係
る
大

会
等
を
開
催
し
た
場
合
の
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
個
人
や
団
体
で
大
会
等
開
催
を

予
定
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
補
助
金

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
交
付
対
象

①
町
内
に
本
拠
を
置
く
団
体
（
町
か
ら
別
に

補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
る
団
体
、政
治・

宗
教
団
体
、
学
校
、
企
業
内
の
文
化
活
動
団

体
は
除
く
）

②
町
内
在
住
の
人
（
個
人
）

※
右
記
対
象
者
が
、
金
ケ
崎
町
を
会
場
と
し

て
音
楽
、
舞
踊
、
演
劇
の
公
演
会
ま
た
は
美

術
等
の
展
覧
会
を
開
催
す
る
場
合
、
補
助
金

の
交
付
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
補
助
金
額

　
団
体
は
１
団
体
当
た
り
限
度
額
５
万
円
、

個
人
は
１
人
当
た
り
限
度
額
２
万
円
と
し
、

か
つ
主
催
者
負
担
額
の
３
分
の
２
以
内
と
し

ま
す
。
た
だ
し
、
同
一
団
体
ま
た
は
個
人
に

よ
る
補
助
金
申
請
は
、
当
該
年
度
に
１
回
限

り
で
す
。

■
申
請
方
法

　
中
央
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
申

請
書
に
記
載
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
補
助
金
の
決
定

　
補
助
金
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
申
請
書
等

を
審
査
の
上
で
決
定
し
ま
す
。

問　

中
央
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
44-

２
１
２
３
）


